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屋
外
広
告
物
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

◎
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
建
設
課
も
し

く
は
各
支
所
の
窓
口
へ
、申
請
書
な
ど
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
期
限
　
７
月
28
日（
金
） 

午
後

５
時
ま
で

◎
入
居
可
能
日
　
８
月
中
旬
以
降

◎
入
居
に
際
し
て
保
証
人（
２
名
）と
、敷

金（
家
賃
の
３
ヶ
月
分
）が
必
要
と
な
り

ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
　
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

　
　
蕁
63
―
５
１
１
８

　
市
役
所
相
川
支
所
　
建
設
水
道
課
　
建
設
係

　
　
蕁
74
―
０
３
３
８

異
常
気
象
時
の
通
行
規
制（
通

行
止
め
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
で
は
、県
道

を
通
行
さ
れ
る
方
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

異
常
気
象（
大
雨
ま
た
は
強
風
）時
に
、土

砂
く
ず
れ
・
落
石
等
の
お
そ
れ
が
大
き
い
次

の
四
区
間
で
通
行
規
制（
通
行
止
め
）を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
通
行
規
制
区
間

・ 

佐
渡
一
周
線
の
北
鵜
島
か
ら
願
の
間
約
１
・

５
㎞

・ 

佐
渡
一
周
線
の
柿
野
浦
か
ら
岩
首
の
間
約

２
㎞

・ 

ド
ン
デ
ン
線（
佐
渡
縦
貫
線
）の
入
川
か

ら
梅
津
の
間
約
17
・
１
㎞

・ 

大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン（
白
雲
台
乙
羽
池

相
川
線
）の
中
興
か
ら
下
相
川
の
間
約

12
・
７
㎞

通
行
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
は
す
み

や
か
に
周
知
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
異
常
気
象
と
は
、通
行
規
制
区
間
の
周

辺
が

漓
時
間
雨
量（
１
時
間
に
降
っ
た
雨
の
量
）で

30
�
以
上

滷
連
続
雨
量（
降
り
続
い
た
雨
の
量
）で
１
２

０
�
以
上

澆
30
ｍ
／
ｓ（
ド
ン
デ
ン
線
お
よ
び
大
佐
度
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
で
は
25
ｍ
／
ｓ
）以
上
の
最
大

風
速
の
い
ず
れ
か
一つ
の
大
雨
、強
風
と
な

っ
た
場
合
を
い
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

　
　
　
　
　
　
　  

　
蕁
74
―
３
１
５
３

　
市
役
所  

建
設
課
　
蕁
63
―
５
１
１
８

日
　
時
　

・ 

１
日
目
　
８
月
30
日（
水
） 

午
前
９
時
50

分
〜
午
後
５
時（
受
付 

午
前
９
時
20
分
〜
）

・ 
２
日
目
　
８
月
31
日（
木
） 

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
10
分（
受
付 

午
前
８
時
30
分
〜
）

場
　
所
　
新
潟
県
警
察
庁
舎
４
階
大
会
議

　
　
　
　
室（
新
潟
市
新
光
町
４
番
地
１
）

受
講
手
数
料
　
３
、５
０
０
円（
県
収
入
証
紙
）

テ
キ
ス
ト
代
　
６
、６
０
０
円（
当
日
会
場
で

　
　
　
　
　
　  

販
売
し
ま
す
）

申
し
込
み
手
続
き
　
所
定
の
受
講
申
込
書
で
、県
都

　
市
政
策
課
あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限
　
８
月
18
日（
金
） 

午
後
５
時
15
分

※
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、県
へ
の
登
録

の
ほ
か
屋
外
広
告
物
講
習
会
の
修
了
者
等

の
設
置
が
必
要
で
す
。

※
定
員（
２
０
０
名
）に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
県
　
都
市
政
策
課

　
　
蕁
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
２
７

　
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

　
　
蕁
74
―
３
３
１
１（
内
線
２
５
８
）

　
市
役
所
　
建
設
課
都
市
計
画
係

　
　
蕁
63
―
５
１
１
８（
内
線
４
２
１
）

■
県
営
お
り
と
住
宅（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

○
規
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、

昭
和
54
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３
階
）

○
家
賃
月
額

　
　
１
万
４
９
０
０
円
〜
２
万
４
７
０
０
円

○
駐
車
場
使
用
料
　
月
額
３
、０
０
０
円

■
県
営
炭
屋
町
住
宅（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
１
９
番
地
３

○
規
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、

昭
和
58
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
１
階
）

○
家
賃
月
額

　
　
１
万
６
７
０
０
円
〜
２
万
７
６
０
０
円

○
駐
車
場
使
用
料
　
月
額
２
、６
０
０
円

■
お
り
と
向
野
住
宅（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
下
戸
村
３
５
４
番
地
６

○
規
格
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
平
屋

建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、昭
和
46
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸

○
家
賃
月
額
　
１
万
５
０
０
０
円

入
居
資
格

＊
お
り
と
向
野
住
宅
に
つ
い
て
は
漓
、潺
に

該
当
す
る
こ
と

漓
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公

租
公
課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

滷
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い

る
こ
と

澆
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
20
万
円（
高

齢
者
世
帯
、障
害
者
の
い
る
世
帯
、小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

等
は
26
万
８
０
０
０
円
）を
超
え
な
い

こ
と

潺
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

お
わ
び
と
訂
正

　
６
月
25
日
発
行
の
市
報
さ
ど
お
し

ら
せ
版
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

・
６
ペ
ー
ジ
　
相
談
欄

　
　
新
穂
・
行
政
相
談

（
誤
）８
月
５
日（
土
） （
正
）８
月
７
日（
月
）

・
６
ペ
ー
ジ
　
生
涯
学
習
欄

　
　
新
穂
・
に
い
ぼ
ふ
る
さ
と
講
座
澆

（
誤
）
20
日（
日
） （
正
）
20
日（
木
）
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日
　
　
時
　
７
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
電
話
番
号
　（
当
日
の
み
）

　
　
蕁
０
２
５
―
２
２
６
―
０
０
３
５

　
消
費
者
金
融
や
信
販
会
社
な
ど
の
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、法
律
の
上
限

を
超
え
て
支
払
っ
た
利
息
分
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法
書
士
会

　
　
蕁
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
お
考
え
の
方
へ

新
潟
県
環
境
保
全
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
こ
の
融
資
制
度
は
、県
内
の
中
小
企
業
者

等
が
公
害
の
防
止
・
除
去
ま
た
は
環
境
へ
の

負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
施
設
改
善
、工
場
・

事
業
場
の
移
転
を
行
う
場
合
や
低
公
害
車
の

導
入
を
行
う
場
合
に
必
要
な
資
金
を
取
扱

金
融
機
関
が
低
利
で
融
資
す
る
も
の
で
す
。

【
環
境
保
全
資
金（
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
）】

◇
対

象

者
：
県
内
に
住
宅
を
有
す
る
個

人
、県
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
中
小
企
業
者

◇
限

度

額
：
必
要
経
費
の
５
分
の
４（
上

限
２
５
０
０
万
円
）

◇
貸
付
利
率
：
２
・
４
％（
県
信
用
保
証
協

会
の
補
証
付
き
の
場
合
１
・
９
％
）

◇
償
還
期
間
：
８
年（
う
ち
据
置
期
間
１
年

以
内
）

　
中
小
企
業
の
方
は
、次
の
環
境
対
策
に
つ

い
て
も
融
資
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
環
境
保
全
資
金（
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
以
外
）】

◇
公
害
の
防
止
に
必
要
な
施
設
の
設
置
や

改
善

◇
公
害
の
防
止
の
た
め
の
工
場
ま
た
は
事
業

場
の
移
転

◇
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
施
設
の
設
置

◇
低
公
害
車
の
購
入
、低
公
害
車
の
燃
料

供
給
施
設
の
設
置

◇
お
問
い
合
わ
せ

・ 

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
　

　
　
環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

　
蕁
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
５
４
　

　E-m
ail:env-con@

m
ail.pref.niigata.jp 

・ 

佐
渡
地
域
振
興
局
　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
課

　
蕁
74
―
３
４
２
８

    E-m
ail:T11113H

1@
m

ail.pref.niigata.jp

電
話
無
料
相
談

「
サ
ラ
金
利
息
取
り
戻
し
１
１
０
番
」

　
７
月
15
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、佐
渡
会

館
の
会
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

◇
開
館
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分
ま
で

佐
渡
会
館

　
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

平成18年度 自 衛 官 等 募 集

お問い合わせ：自衛隊新潟地方連絡部佐渡駐在員事務所　蕁63－4512

募集の種類 受験資格 受付期間 1次試験日等 試験会場

防衛大学校
学生

21歳未満
高卒（見込含）

9月5日
      ～9月7日

9月23日・24日

受付時にお知らせします

9月25日

1次  11月11日・12日
2次  12月12日～15日

1次  11月4日・5日
2次  12月6日～8日

1次    9月23日
2次  10月14日～19日
3次  11月12日～12月8日

1次  10月15日
2次  11月18日・19日

1次    9月16日
2次  10月7日～13日

9月8日
    ～9月29日

8月1日
      ～9月8日

9月8日
    ～9月29日

8月1日
      ～9月8日

年間を通じて
行っております

8月1日
      ～9月8日

21歳未満  高卒（見込含）
（自衛官23歳未満）

21歳未満
高卒（見込含）

24歳未満
高卒（見込含）

18歳以上
24歳未満

18歳以上
27歳未満

防衛医科大学校
学生

航空学生
（パイロット）

看護学生

一般曹候補
学生

曹候補士

2等陸・海・
空士

推
薦

一
般

男
子

女
子

東京都内

1次試験
佐渡市内

（予定）

佐渡市内
（予定）

陸上自衛隊
新発田駐屯地 
または高田駐屯地

写真提供　航空自衛隊第46警戒隊  見山実さん
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漓
調
理
前
に
魚
体
を
流
水（
真
水
）で
よ
く
洗
う
。

エ
ラ
、内
臓
を
除
去
し
た
後
も
十
分
に
洗
う
。

滷
魚
介
類
を
扱
っ
た
調
理
器
具
は
、よ
く
洗
浄
・

消
毒
す
る
。

澆
魚
介
類
を
調
理
し
た
ま
な
板
、包
丁
を
そ
の

ま
ま
使
っ
て
、サ
ラ
ダ
用
の
野
菜
や
漬
物
な
ど

を
切
ら
な
い
。

潺
魚
介
類
を
扱
っ
た
後
は
手
を
よ
く
洗
う
。

潸
加
熱
調
理
す
る
場
合
は
、中
心
部
ま
で
十
分

に
火
を
通
す
。

澁
食
品
は
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
。

澀
調
理
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
る
。（
２
時

間
以
内
）

詳
し
く
は
、佐
渡
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境

部 

生
活
衛
生
課（
74
―
３
３
９
９
）へ
。

佐
渡
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
羽
茂
農
協
の
選
任
委
員
で
あ
り
ま
し
た

中
平
和
明
委
員
が
任
期
満
了
と
な
り
、新

た
に
駒
形
利
一
郎
氏
が
選
任
委
員
と
な
り
ま

し
た
。

　
佐
渡
農
協
の
選
任
委
員
の
池
野
寿
太
郎

委
員
は
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
穂
地
区
選
挙
委
員
の
板
垣
徹
委
員
が

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、農
業
委
員
の
職
を

辞
す
る
こ
と
に
な
り
、佐
渡
市
農
業
委
員
会

総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
垣
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、新
穂
地
区
担

当
委
員
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

◇
農
業
委
員
会
　
蕁
63
―
５
１
１
５

　
利
用
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
10
時

　（
60
分
以
内
　
送
迎
用
に
限
り
ま
す
）

○
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
盗
難
・
事
故
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

○
道
路
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。

○
満
車
の
時
は
北
埠
頭
駐
車
場
か
市
営
湊

駐
車
場
、有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
　

　
市
役
所
両
津
支
所
　
建
設
課
管
理
係
　

　
蕁
27
―
２
１
１
７（
直
通
）

◇
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
59
歳

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

◇
募
集
作
品
　
日
本
画
・
洋
画
・
彫

刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
６
部
門（
未

発
表
作
品
に
限
り
ま
す
）

◇
募
集
期
間
　
８
月
８
日
〜
９
月
８
日

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
　

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会（
新

潟
県
シ
ニ
ア
美
術
展
事
務
局
）

　
蕁
０
２
５
―
２
８
５
―
１
４
０
０

両
津
港
南
埠
頭 

臨
時
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す

       

８
月
９
日（
水
）〜
８
月
18
日（
金
）

　
公
園
に
お
い
で
の
際
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・ 

７
月
22
日（
土
）〜
８
月
20
日（
日
）

                    

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

 

・ 

８
月
21
日（
月
）〜
９
月
末

                    

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

※
10
月
１
日
か
ら
は
通
常
の
午
前
８
時
〜

　
午
後
６
時
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

両
津
港
み
な
と
公
園
お
よ
び
み
な
と
中
央
公
園
駐
車
場

（
両
津
港
埠
頭
前
）の
利
用
時
間
を
延
長
し
ま
す

第
16
回  

新
潟
県
シ
ニ
ア
美
術
展

　 

作
　
品
　
募
　
集

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

    

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

ショパン国際ピアノコンクールで注目
を集めたイタリアのピアニスト“マウリ
ツィオ・バリーニ”。「華麗なる大円舞曲」
「幻想即興曲」「子犬のワルツ」「英雄ポロネーズ」など、誰もが
知っている名曲をさらに厳選した“究極の名曲集”を類まれな
るピアノテクニックで華麗にお贈りする感動のステージです。
     お問い合わせ ： アミューズメント佐渡（蕁52-2001）
                   7月19日（水）チケット発売開始！

アミューズメント佐渡  イベント情報
ロマンティック☆ショパン コンサート

10月1日（日）  午後2時開演
          （午後1時30分開場）
入場料 ： 2,500円（全席自由）

マウリツィオ・バリーニ
ピアノ・リサイタル2006

佐渡汽船

一般駐車場

両津大橋

両津
らんかん橋

両津支所

佐渡東警察署

市
営
湊
駐
車
場

臨時駐車場

（港側）

←佐渡汽船

新
穂
↓

みなと
公園

駐
車
場

公
園
駐
車
場Ｐ

Ｐ

お
ん
で
こ
ド
ー
ム

大
型
休
憩
場（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
他
）

広
場（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）

下大野、上大野、郷平、
新穂井内、上新穂、新
穂瓜生屋

新穂青木、新穂長畝、島、
内巻、新穂潟上、新穂
正明寺

新穂皆川、下新穂、新
穂舟下、新穂武井、新
穂北方
新穂（旧新穂・馬場・三
協）、新穂田野沢

末武　完司

土屋　雅昭

田中　健一



ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

〜 
ト
キ
の
営
巣
木
を
保
全
す
る 

〜

　
巣
は
大
木
の
枝
に
か
け
る

　
ト
キ
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
群
れ
を
つ

く
り
生
活
し
て
い
ま
す
が
、繁
殖
期
に
は
い

る
２
月
に
な
る
と
つ
が
い
に
分
か
れ
て
行
動

を
す
る
よ
う
に
な
り
、春
か
ら
夏
に
か
け
て

山
地
の
森
林
に
あ
る
高
木
に
巣
を
つ
く
り
ヒ

ナ
を
育
て
ま
す
。
繁
殖
期
の
行
動
圏
は
、秋

冬
期
に
比
べ
て
狭
く
な
り
、巣
を
中
心
に
半

径
２
km
く
ら
い
の
区
域
で
生
活
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
巣
は
、高
木
の
枝
が
分
岐
し
た
地
上
か
ら

10
ｍ
以
上
の
と
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、い
ま
ま
で
巣
を
つ
く
っ
た
木
と
し
て
は
、

常
緑
針
葉
樹
で
は
ア
カ
マ
ツ
、落
葉
広
葉
樹

で
は
コ
ナ
ラ
、ク
リ
、ケ
ヤ
キ
、シ
ナ
ノ
キ
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
の
営
巣
木
も
、幹
の

周
り
が
１
ｍ
を
こ
え
る
大
木
で
し
た
。

　　
　
　
広
が
る
松
枯
れ

　
ト
キ
が
巣
を
つ
く
る
木
と
し
て
重

要
な
ア
カ
マ
ツ
の
大
木
は
、松
く
い
虫
の

被
害
に
あ
っ
て
著
し
く
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
異
常
な
松
枯
れ
の
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
は
、「
マ
ツ
材
線
虫
病
」

と
い
う
伝
染
病
で
す
。マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
と
い
う
１
�
に
も
満
た
な
い
小
さ

な
線
虫
が
マ
ツ
の
幹
の
な
か
に
は
い
り
、

急
激
に
木
を
枯
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

線
虫
は
自
分
で
は
別
の
木
に
移
動
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の
線
虫

を
健
康
な
マ
ツ
に
運
ん
で
伝
染
さ
せ
る

の
が
、マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う

全
長
２
〜
３
袍
く
ら
い
の
昆
虫
で
す
。

こ
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
マ
ツ
の
樹
皮
を

食
べ
る
と
き
に
体
内
に
い
る
線
虫
が
健
全
な

マ
ツ
に
は
い
り
こ
ん
で
、そ
の
マ
ツ
を
急
速
に
枯

ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
昭
和
46
年
に
発
見
さ
れ
て

か
ら
各
地
に
拡
大
し
て
、景
勝
地
の
マ
ツ
林

な
ど
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

佐
渡
島
で
も
昭
和
61
年
に
被
害
が
発
生
し

て
か
ら
全
島
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
佐
渡
に
お

け
る
被
害
は
平
成
５
年
度
か
ら
８
年
度
に

か
け
て
ピ
ー
ク
に
な
り
、１
年
間
に
材
積
に

し
て
お
よ
そ
１
０
、０
０
０
裙
の
マ
ツ
が
枯
れ

て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、被
害
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、平
成
16
年
度
の
被
害
量
は
６
７

４
裙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
営
巣
候
補
木
を
保
全

　
国
と
県
で
は
、ト
キ
の
生
息
環
境
を

守
る
た
め
に
必
要
な
マ
ツ
林
約
７
，０

０

０
ha
を
重
要
な
マ
ツ
林
に
指
定
し
て
、

保
全
と
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

両
津
東
部
地
区
と
新
穂
地
区
を
中
核

区
域（
コ
ア
ゾ
ー
ン
）と
し
、区
域
内
の

森
林
を
調
査
し
て
、ト
キ
が
営
巣
木
や

ね
ぐ
ら
木
と
し
て
利
用
で
き
る
候
補

木
を
選
定
し
て
保
全
す
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
と
く
に
重
要
な
ア
カ
マ
ツ

に
は
、幹
に
薬
液
を
直
接
注
射
し
て
松

く
い
虫
の
被
害
を
予
防
す
る
樹
幹
注

入
と
い
う
処
理
を
し
て
い
ま
す
。 

平
成
15

年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
約
３
、

９
０
０
本
の
ア
カ
マ
ツ
に
樹
幹
注
入
処
理
を

す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、薬

剤
に
よ
る
伐
倒
木
の
く
ん
蒸
処
理
や
枯
木

の
伐
倒
処
理
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

畑
野
地
区
と
赤
泊
地
区
を
緩
衝
区
域（
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
）と
し
て
指
定
し
、被
害
の
発
生

源
と
な
る
区
域
で
は
薬
剤
に
よ
る
伐
倒
木
の

く
ん
蒸
処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
キ
が
営
巣
木
や
ね
ぐ
ら

木
と
し
て
利
用
で
き
る
ア
カ
マ
ツ
林
を
守
る

取
り
組
み
に
よ
り
、ト
キ
が
野
生
に
も
ど
っ

た
と
き
に
安
全
に
繁
殖
で
き
る
よ
う
に
備

え
て
い
ま
す
。

市
役
所
環
境
課
　

　
ト
キ
推
進
室（
新
穂
支
所
内
）

　
　
蕁
22
―
３
１
１
９

▲アカマツの大木にとまる巣立ちしたばかりのトキ
　                            （佐渡トキ保護センター提供）

▲選抜されたアカマツの樹幹注入処理作業
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